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拡大実行委員会（12月の Zoom 会議）より 12 月 13 日（日）19：0021：00 

参加者：淺川 宇野 小神 乙津 佐々木 柴﨑（審査事務局）田中 塚本 築山  

東谷 松井（アイウエオ順、敬称略） 

 

 
 

築山（司会）・・・途中から参加される方が

いると思いますが始めます。今日は柴﨑先生

が参加くださっています。先生のところには

話している人しか映らないそうですがよろ

しくお願い致します。 

始めに、前回から一カ月経過したので千葉ア

コの東谷さんから近況をお知らせください。 

東谷・・・先月も少し話しましたが、やっと

10月から再開して、きのう（12月 12日・土）

久しぶりに森先生にご指導いただきました。 

その間に退会したメンバーが数名いて現在

12 名です。また、10数年来男性だったサー

クルの代表が女性に替わりましたので雰囲

気は随分変わると思います。 

練習形態は、第 1、第 2、第 3の土曜日が練

習ですけども、全体練習は第1と第3にして、

第 2は個人レッスン、個人の技量を高めたい

という皆さんからの希望で個人レッスンに

しました。                

佐々木・・・練習が終わって帰宅するとこの

時間になってしまいます。 

55 アコはメンバーが 5 人と弱小なので、隔

月で、合奏を関先生に見てもらい、独奏を稲

葉先生に見てもらっています。今日は稲葉先

生のレッスンを受けてきました。 

久しぶりに、2カ月に 1回なのですごく楽し

みにしていて、やっぱり、直接レッスン、指

導受けるのは全然違うねっていうことで意

気揚々と、課題をたくさんもらって帰ってき

たところです。来月 1月は関先生の合奏のレ

ッスンの予定です。当面は、夜の自主レッス

ンは全部お休みにして、月の第 2日曜日だけ

練習をしています。 

11 月発行のニュースに載せた、近所の公園

でアコーディオンでオブリビオンを弾いて

いた二人の記事のことで、ニュースを読んで

くれた方が「あの二人 JAA インターネット

わくわく広場で選ばれて 12 月 26 日、北と 

 

ぴあで生で演奏することになった人だと思

うよ」と電話をくださりました。 

乙津・・・南部教室は、毎年春に行っている

スプリングコンサートを来年3月21日（日）

開催に決めました。今までコンサートに使っ

ていた会場が取り壊され、代わりに今年夏武

蔵小杉駅前に完成したビルの４階に移転し

たので、実現すれば新しいホールでのコンサ

ートになります。 

小神・・・土曜教室は新人が増えていて、昨

日も 30歳前後の女性の方の歓迎会を、練習

後サイゼリアで行いました。このところ女性

の比率が高くなった感じです。 

教室の合奏で「薔薇のタンゴ」を練習してい

て、関先生の編曲だと高音域の「ソ」まで出

てくるのに今使っている楽器には「ファ」ま

でしかなく困って、エキセルシァー41 キー

の割と新しい 311 という楽器をオークショ

ンで 12万円で落札しました。 

塚本・・・柴﨑先生、JAA わくわく広場では、

演奏した合奏にいろいろ評価いただきあり

がとうございました。頂いたコメントに沿っ

て練習しています。 

横浜アコ愛好会はコロナにめげず毎週練習

をしています。合奏曲では、新しく音楽セン

ターの合宿に行ったときの川口先生の「オブ

ラディ・オブラダ」に挑戦しています。わく

わく広場では、独奏、アンサンブル、合奏、

それぞれコメント頂き入賞したようです。 

宇野・・・ともしびは今お休みの人もいます

が「津軽のふるさと」と「高原列車は行く」

と「リパブリック讃歌」を練習しています。

これから「ウイリアム・テル序曲」と「山小

屋の灯」の練習を始めようと考えています。 

あと、金曜教室ですが、人数が減りパートが

足りなくなったのでちょっと大変っていう

感じはあるけども、レギュラーメンバーがい
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る中で出来る曲を練習しています。 

田中・・・金曜教室のことは、いま宇野さん

が報告した通りです。 

他では、三多摩教室のコンサートの裏方を手

伝いに宇野さん、キャップの鈴木さん、佐藤

さん、私も行ってきました。音楽センターの

アコーディオン仲間としてお互いに助け合

っています。 

築山・・・三 ACの活動は、今行っていませ

ん。個人では、田中さんが話したように三多

摩教室のコンサートの司会を頼まれて行っ

てきました。教室のキャップや講師の川口先

生も言っていましたけど、「この時期にコン

サートをやるっていうことはみんなの励み

にもなるし、すごく大事なコンサートだ」と

いうことでした。相当大変だったと思うけれ

ど、みなさん終わってから座席の消毒をした

り、会場から言われていたことを徹底して、

無事コンサートができてよかったです。 

柴﨑先生、先生の近況と JAA、あと審査事務

局で来年の関東アコに向けて話しているこ

とがあれば報告してください。 

柴﨑・・・個人的な演奏はコロナ禍で軒並み

キャンセルです。教室は個人事業で、個人レ

ッスンのように一人一人は通って来れるの

で仕事はあります。6月に予定していた音楽

センター柴﨑教室の発表会も、やっぱりコロ

ナが怖いので 9月 20日に、教室だけでやり

ました。 

この状態で大変なことだけれども、集まって

皆で自分たちの音楽を聴きあうと力をもら

うんですね。嬉しいし、みんなに合えるし、

いろんな人の演奏を聴いて、“やっぱり、音

楽ってこういうときこそ大事だね”って確認

できる時間でもあった。来年もどうなるかわ

からないけれども、予定して前に進もうと 6

月に会場を取りました。 

JAA の方は、先ほど話されたように「インタ

ーネットわくわく広場」に参加していただい

て、結構人気ありました。画像をアップする

のには時間が必要なんですね。１回で、一発

で終わるわけではないので、勇気もいるし、

でも、最終的には８０数名参加されました。

ありがたいことです。 

音楽って、もちろん一人で楽しめるんですけ

ども、みなさんに聴いてもらったり、時間を

共有したり、やっぱりコンサートなどは大事

な場所なんですね、それが無いので、今回「わ

くわく広場」っていうのができて、良かった

のは、みんながコメントを書き込める、おた

がいに「良かったよ」とか色々コメントをも

らえてすごくうれしかったっていう声を聞

くので、こういう場が持ててすごく良かった

かなって思います。 

先程話のあった 12月 26日の Xmas フェスタ

も、面白そうな中身なので開催出来ればいい

なと思っていますけど、この状況なので今週

中に判断するようです。 

丸茂睦君とか、佐藤将さんとか中心になって

立ち上げてくれましたけれども、若者らしい

アイディアを出してくれました。そういう意

味ではこのわくわく広場っていうのは、いわ

ゆる JAA という枠の中から外にも呼びかけ

るという形で、また、このコロナ禍の中でど

うやってみんなとコンタクトをつくって音

楽を楽しんでいくかっていう意味ではすご

く大きな事業だったんじゃないかなって思

います。 

事務局会議の方は、太田智美さんとは会って

話はしていて、今年は関東アコが中止になっ

たことでお互いの生徒も寂しい思いはして

いるんですね。「弾きたかったんだけどな」

とか、それから、もう来年の話をしています。

来年はグループですかね、個人ですかねって、

個人だったらどの曲がいいですかねって話

をする人がいるんです。それだけやっぱり楽

しみにしているっていうか関東アコってい

う位置付けがものすごく大事なものになっ

ているんだなって再認識できています。 

どう開催していくかっていうのは難しいん

だけれども、大田さんと話をしたときには、

出来れば開催っていう方向で進められたら

一番いいよねっていう意見でした。ただグル

ープだと、まず合わせがなかなかできていな

いと思いますよね。だからグループでなくて

個人の形でできないかなと話しています。 
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それから、例えば、これは太田さんとは話し

てないんだけれど、いま海外でもコンクール

がありまして、リモートコンクールなんです。

普通だったら会場へ行って、フランスとかド

イツとかへ行って旅行費を払って参加費を

払ってコンクールするんですが、今回ちょっ

と新しい形で、どこにもその画像を出さない

っていう決まりで、他にも１カ月以内の映像、

で、とか、エコーも付け過ぎないとか、どの

程度までとはまだ書いてないけれども、あと、

画面から何メートル離れてとか一応そうい

う基準はあるんですけど、みんな同じ条件に

しようっていうことなんですね、それでコン

クールを行われました。 

そうしたら、参加者が 700 何名、すごかった

です。12 カテゴリーかな、あるんです。将

来プロになる人のためのと、一般の人のため

のと、子どものためのと、あと 99 歳、100

歳誰でも参加できるものとか色々カテゴリ

ーがあるんです。 

そうすると東欧の人達には上手い人はいっ

ぱいいるんですけれど、今までは渡航費が掛

かったりで、なかなか参加できなかった人た

ちもリモートならできるということで今回

すごく参加者が多かったんです。だから 11

月に終わるはずでしたが、12 月までかけて

採点するそうです。 

そういう形があるっていうことは、関東アコ

も、最悪の場合はそういう動画で提出しても

らって、私たちも他の人には見せないという

条件でやる形もあると思うんです。結果を発

表するきは、Zoom って一度に何人は入れる

んですか（100 人までです）じゃあ、そうい

うところで発表することも出来るから、そん

な方向性もあるのかなと、これはまだ審査事

務局会議の中では提案していませんけれど

も一人では考えています。 

学びあえたり、交流する場があることで目標

にもなるんです。皆さんもすごく楽しみにし

ているので、来年はあるっていう方向でいっ

たほうが良いと考えています。 

 

築山・・・大田先生と話している内容を報告

して頂いてありがとうございます。 

私も三多摩教室の発表会の会場で大田先生

と話す機会があって年内には審査事務局会

議を開き、なんとか方向付けをしていただき

たいとお願いしました。 

滝野川会館を利用する場合、例えば“舞台に

乗る人数は何人まで”とか情報として集めな

ければならない。11 月の実行委員会でも、

「コンクールにこだわらなくても何かやろ

うよ」ということではみんなの気持ちが動い

ていると思っています。そこで、先のことは

わからないけれども、とりあえず会場を押さ

えたら何かできるかなと先生の話を聞きな

がら思いました。みなさんはどうでしょうか。 

佐々木・・・1回（1年）休んだだけで、み

んなから“次はどうするの”って聞かれるの

で、やっぱり長く休むのは良くないと思いま

す、やった方がいいと思います。 

ただ、合奏は難しいと思います。いま練習が

できない状態なので、だから柴﨑先生がおっ

しゃったようにソロとせめてデュオぐらい、

オブリビオンの人達のような。 

また、いろいろな制約があってキャンセルに

なったら、またそれはそのときに対応すれば

よいと思う。そうでないと、たぶん待ってい

る方もしびれを切らすかなと、だから見える

ところに目標があった方がいいのかなと思

います。 

柴﨑・・・前々から準備をしなければいけな

いので急には難しい。だから佐々木さんが言

ったように予定は立てておいて状況に合わ

せながらやらないと進まないと思う。例えば、

会場をとるっていうことも、１つの方向を向

いてということになると思うんです。それを

しないとどうにもこうにも進まないので、会

場をとる準備をしていったほうがいいのか

なと私は思います。 

築山・・・千葉からは、滝野川でやるとなる

と遠征してくることになる。そういう点で千

葉の方たちはやっぱり考えますよね。 

東谷・・・う～ん、抵抗もないことはないん

ですけどね。ただ合奏ではなくソロっていう

ことになるとそれは個人の意識なので、例え
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ば僕なんかはソロだったらまた出たいと思

います。 

立川の「アコーディオン喫茶かるふーる」では、

毎月アコーディオンを演奏し合って楽しんで

おられるようですが、実は、千葉でも「かる

ふーる」千葉版ともいうべき、「千葉鍵盤の

会」というのを大岡さんが主宰しています。

これは、アコーディオンだけじゃなくて鍵盤、

例えばピアノでもいいし、アコーディオンと

ギターとかいろんなアンサンブル形式でもい

いし、とにかく鍵盤楽器が何か入っていれば、

という形で色々交流をしているんです。積極的

にその場に参加している人たちに声を掛けれ

ば多分そのうちの何人かは関東アコのソロ

に出てくる人たちがいると思うんですね。 

東京に行くことは確かに抵抗はあるにして

も、それは、なんとか気を付けていこうという

気持ちでやる気になったら出ると思います。 

佐々木・・・ソロの方が参加しやすいってい

うことよね。 

東谷・・・どちらかといえば合奏は難しいと

思います。ただ、この間 JAA インターネット

わくわく広場に「フレンズ」というユニット

名で参加して、3人で「コラソン・デ・オロ」

を弾いたんですけど、あの 3人は今度もしあ

ったら出ようと言っていますし、だから、3

人ぐらいだったら出てもいいよみたいな、人

数制限じゃないですけども、デュオだけじゃ

なくて 3 人ぐらいまでなら何とかというこ

とにしていただけたら我々は出たいと思っ

ていますね。 

柴﨑・・・そういう事情があるなら、一番い

いのは会場に来て弾いたり聴いたりするの

がいいんだけど、リモートになった場合、一

応ソロのコンクールだったとしても、例えば、

一部アンサンブルの部門をつくっておいて、

重奏とか合奏とか普通は分けるけれど、それ

を分けずに１つのグループにして、１位、２

位、３位というスタイルじゃなくて、全員の

先生からコメントをもらえる、JAA インター

ネットわくわく広場の意義をちょっと入れ

たみたいな感じにして、ソロは普通通りコン

クールの形にして行えば、そういう形でアン

サンブルをつくれば、活動しているグループ

に参加する場をつくることは出来ると思う。

１位、２位、３位は無いけれども全員からコ

メントをもらえる。そういう形にすればリモ

ートの場合ありえますよね。 

オーケストラは絶対無理だと思うので、そう

いう形の開催もありですよね。東谷さんの話

を聞いて思いました。 

東谷・・・先月ちょっと話が出ていたと思う

けど、例えば、関東アコはずっとコンクール

形式でやっていますけれども、この時期です

から、広く参加を募る、求めることからして、

コンクールという形態をやめて JAA みたい

な形で自由に参加できる、ソロとか 2～3人

のアンサンブルだったらいいと、そういう形

でやるのもいいかなと思います。 

築山・・・東谷さんとかの意見もあるけれど

も、審査事務局としてはやはりコンクールの

形は取りたいですよね。 

柴﨑・・・やっぱりコンクールっていう形は

大事なんです。コンクールっていうのは学び

の場でもあるからね。もちろん交流の場でも

あるんだけれど、第 1に学びの場として先人

の先生方も行ってきたわけだからそれだけ

大事だなって思うんです。 

いま日本で残っているコンクールは関東ア

コと JAA が 4～5年に 1度なので、やっぱり

そこは持っていた方がいいかなと思う。ただ、

今言ったようにアンサンブルを 1 部門とし

コメントを出す部門を作るとかは、こういう

状態だからやってもいいかなと思うけれど

も、コンクールという形態はやっぱり残して

おいた方がいいかなと思いますね。そこは 1

つの目標にもなるんです。 

もしそういう場をつくりたいのであれば、わ

くわくに出るっていうのも１つの手ですけ

れども、9月のコンクールとは別の形で、例

えば１年間あるから、半年後の 3月頃やると

か、可愛い名前を付けてリモートで交流の場

をつくる。そういう形はあると思います。 

宇野・・・モチベーションが下がっちゃうの
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で、何か目標が欲しいねっていうことで、と

もしびは 7 月に何かやろうと考えてはいる

んです。だから 9月に関東で何かをっていう

のは、やっぱり目標があったら金曜教室もそ

こに向かって、じゃあ頑張ろうっていうふう

になるに違いないと思っています。それに向

かって演奏を磨いていくというのも必要で

すよね。 

リモートでやる場合、誰かが責任を持ってそ

れを必ずやらなければいけない。そういう人

がきっと出てくるわけで、わくわくでいうと

佐藤さんがかなり柱になってやっているこ

とを小神さんがやることになるのかなって

考えてしまうけれど。みんなも苦笑いしてい

るけれど、リモートの方が多分大変ですよね、

いろんな意味でどうなんだろう。 

塚本・・・たまたま職場が介護の職場であっ

たり病院だったりの人達は、そういうところ

に出るっていうのはちょっとためらってい

ます。特に合奏での参加の場合は、そんなこ

とを考えれば人数が制限されると思います。

なので、個人の独奏の方がいいんじゃないか

なと思いますけど、ただ、会場を押さえるの

であれば 3 月に抽選会があるので押さえら

れたとして、6か月あればと思うけれど自分

たちの練習が実際にどこまでできるかによ

って合奏で出られるかは変わってくると思

います。 

乙津・・・人によってとらえ方は違っていて、

積極的に練習している人は、9月は今まで 1

つの目標だったということで来年の 9 月に

向けてこの曲を練習するって、仲間に公表し

ている人も中にはいます。 

実行委員として考えると、コンクールにする

となると審査員の先生方、かなりの時間拘束

しなければいけなくなる。演奏する人は自分

の演奏が終われば帰ってもかまわないって

いうのはあるけれども、審査員はそうはいか

ないから午前から午後まで長い時間、ずっと

拘束される。同じ場所に長い時間いるってい

うことが 1 つネックになるんじゃないかな

と思う。基本的な対策として換気だとか途中

休憩を増やしてとかやり方はあると思うけ

れども、拘束時間が長いだけに非常にお疲れ

になるんじゃないかなあと、演奏する人は会

場は広いから終わったあと人との距離を取

り乍ら客席で聴くことは可能だと思う。3月

に会場が取れて、コンクールをやることにな

ったときに審査員になって下さる方が確保

できるのか心配はあります。 

柴﨑・・・まあ、それは大丈夫でしょう。離

れて座るしね。会場を移動すれば、楽屋に戻

ってまた会場へ入るとか、例えば審査員の人

数をもっと減らすことは出来るし、大丈夫で

す。 

佐々木・・・会場も時間で扉を開けて換気を

しなければいけないんでしょ、そういう意味

ではいつもよりは人数も限られてくるでし

ょうし、休憩時間をこまめに取って空気の入

れ替えをしなくちゃいけないから、そのとき

は先生も外に出てもらうとか。 

築山・・・淺川さんが見えました。いま各団

体の近況を聞き終わったとこで、来年の関東

アコをどんなふうにしたいか話をしていて、

何らかの形で実現させる方向でみなさんに

いろいろ意見を出してもらっていました。前

回から 1カ月経ったので、埼玉の状況を教え

ていただけますか。 

淺川・・・ウィンドバスカーズは、第 61回

の修了演奏会を11月28日に無事実施できま

した。お客様もお友達が中心ですけれども、

我々も入れて 50人程になりました（定員の

半数以下）。 

それから、1月に予定していた川越サークル

の演奏会ですが、やはり難しいということで

中止にする、と今日埼玉アコ協があって報告

されました。いま埼玉アコ協の中では来年の

合宿をどうするかということで、これからア

ンケートをとるとか少しずつですけれども

動いているところです。 

築山・・・淺川さんが加わって下さったんで

すけど、1 時間ぐらい経つので 10 分ぐらい

休憩して 8 時 15 分から再開します。9 時に

は終わる予定です。 
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・・・・・・・・小休憩・・・・・・・・ 

築山・・・来年は何らかの形でやろうという

方向が見えてきたかなと思います。 

柴﨑先生、この会議の話を松永先生や大田先

生に持って行って、審査事務局としても方向

を考えて頂きたいと思います。そして実行委

員会とすり合わせをすればと思っています。 

みなさん、会場は取るっていう方向でいいで

すか。 

佐々木・・・キャンセル料が発生することに

なったとしても、それはそれでしょうがない

と思う。こういう時期だから状況が許さない

っていうことになればキャンセル料はまた

取らないと思います。9月開催を変えないの

であれば 3 月に取らなければならないので

キャンセル料は心配しなくていいんじゃな

いかと思います。 

築山・・・会場は押さえるということでいい

でしょうか。（はい） 

次は、内容ですね、個人レッスンされている

柴﨑先生の教室の皆さんだとか、他でも「合

奏を」と言ってきているところは少ないので、

ソロにしたらどうかということです。 

で、もしできるのであれば、リモートで人数

制限をして、重奏もちょっとできるようにと

いう意見もありました。あと、1日がすごく

長いですよね。いくら換気しても長い時間そ

の場にずっといるのはどうなのかというこ

とも考えると、来年実施するときは人数制限

を掛けるのもいいのかなって、皆さんの話を

聞いていて私は思いました。 

佐々木・・・申込期間を短くして、今年はこ

ういう状況なので何人までということにさ

せてもらう。それは先着だよね、先着何名様。

（そうですね）そういうことでいいんじゃな

いのかな。 

宇野・・・募集はまだ先になるけれど、参加

費は払い込まれてしまうと返金が大変なの

で、来年の参加費の扱い方は工夫したほうが

いいと思います。            

 

築山・・・松井さんが見えました。こんばん

は、先程、淺川さんから埼玉の協議会があっ

たということで、話は聞きましたが、松井さ

んのサークルの状況などお聞かせください。 

松井・・・私のところは、今のところ常時出

てくる人は 3人しかいないので、なかなか活

動が厳しいというか、個人レッスンするには

一人 3～40 分見てもらえるからいいんです

が、というところで、特に変わったことはあ

りません。 

築山・・・やるには、まず会場を取ろうとい

う話しで、あと、中身ですけど、新宿区は、

今、舞台に 3人しか乗れないとかの規制がか

かっているようなので、北区の滝野川会館が

どんな形かはこれから情報を集めますけど、

ソロをやるのが無難なのかなという話をし

ているところです。ソロをやるにしても、関

東の場合申し込んだ人全部受けちゃうとす

ごい人数になってしまうので、人数制限を掛

けたらどうかというところで、松井さんの登

場でした。 

埼玉からも、いろいろ皆さん参加されていて、

シニアとか一般上級とか多かったんですけ

ど、関東アコがあると励みになるという意見

は聞いていますか。 

松井・・・まだ直接は聞いてはいませんけれ

ども、やっぱり、毎年開いていたものがなく

なると、今年はアンサンブルだとか、今年は

ソロだとか、２年間準備をする期間があるの

で、じゃあ次のために用意っていうのはある

と思います。まあ、アンサンブルでもソロに

してもどちらかあった方がいいのかなと思

います。 

築山・・・そうすると、塚本さん、瀧野川は

これから私の方で連絡をとってみますけど

も、抽選会の日にちとか決まったら実行委員

のメンバーで行ける人を確保しないと、 

塚本・・・抽選会は例年と同じで 3月 1日に

なるんじゃないかな。月曜日だね、誰が行け

るか調整します。 
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築山・・・柴﨑先生、来年 9月に行うとなっ

た場合、先生の予定はありますか。 

柴﨑・・・いまコロナの影響で決まってない

から先にこっちで決めちゃった方がいいと

思う。9月の連休の辺りが一番みなさん参加

しやすいですよね。 

築山・・・柴﨑先生は 9月 23日は都合が悪

いんですね（はい、演奏が入っています）9

月 19日がいいということです。 

柴﨑・・・他にも 12日（日曜）とか 26日（日

曜）とかもあるけれど 1番いいのは翌日休み

になる 19日が皆さん参加しやすいと思いま

す。19 日を第１希望と決まれば大田さんに

伝えておきます。 

築山・・・今日ここに参加されているみんな

は、9 月 19 日の日曜日は、さっき宇野さん

が言われた日歌の関係がわからないんです

けど大丈夫ですか。関東はいつも 9月なので、

教室とかサークルも 9 月を外してイベント

を組んでいると思うので。 

宇野・・・東部の歌声は 20日なので、19日

であれば重なりません。 

塚本・・・ただ、抽選だから第１希望は 19

日でいいけれども、19 日が取れなかった場

合次の希望はいつにするのか。これは 2月の

実行委員会のときでもいいですけど。第 2

希望、第 3希望と出してもらわないと取れな

い場合もありうる。（そうですね） 

柴﨑・・・私が聞いている範囲では、9月の

遅い方がいいらしい。来年合宿ができるかど

うかわからないけれども、9月の第 1週のと

きもあったけれど。合宿が終わってすぐはき

つかった人もいました。そうすると例えば

26 日を第 2 希望にするとかの方が嬉しいで

しょうね。（なるほど） 

淺川・・・現役だと 9月後半は学校の運動会

なんですよ。ただ、19 日あたりはあまり聞

かないので大丈夫だと思います。（最近は、

運動会を土曜日にやるところも多いですよ

ね） 

柴﨑・・・私の教えている生徒さんも、昔は

先生とか保育士さんとか多かったんだけれ

ど、最近の若い生徒さんの職業が違ってきま

したね。前は、教員が多かったこともあって

学校行事に合わせていろいろ決めていたけ

れど、会社員とか、20 年前と時代が変わっ

てきているんだなと思いますね。 

学校の先生は仕事でも使えるようにとか、保

育士だったら一緒に歌いたいっていう要求

から、最近では個人的にもアコーディオンを

楽しみたいっていう要求が増えてきたって

いうこともあるんでしょうね。そういうふう

に楽器として楽しみたいっていう人が増え

てきたっていうことは嬉しいことですけど

ね。 

築山・・・今日は方向性が見えてきて会場取

りの話までできた。第 1候補が 9月 19日（日

曜日）、第 2候補が 26日（日曜日）というと

ころまで決めましょう。内容に関しては、ソ

ロがいいのではないかという意見でした。 

また来月こんな形でＺoom 会議を持ちたい

ので、教室とかサークルで、9月の関東アコ

はやる方向で話合っているけど、どんな形だ

ったら参加できるか、そんなところを聞いて

いただければと思います。 

築山・・・関東は 30年間コンクール形式で

続けてきたので、この形は外さない方がいい

かなとみんなの話を聞いていて思いました。

柴﨑先生、方向が決まったら審査員の先生は

審査事務局の方でお願いすることになりま

すが、大丈夫でしょうか。 

柴﨑・・・はい、大丈夫です。元気なのを集

めます。 

築山・・・新鮮な新しい弾き方の審査とかも

演奏される側は嬉しいんじゃないかと思っ

ています。ぜひその辺もご検討ください。             

時間も来ました。次回 1月の実行委員会は 1

月 24日（日）夜 7時から

でいいですか。（はい）（は

い）では終わります。お

疲れさまでした。 


